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　10月８日、13日に「スマホサポーター養成講
座」を開催しました。スマホサポーターとは、ス
マートフォンの操作方法を知りたい方などへ使い
方をアドバイスするボランティアです。
　受講生は、基礎的な操作方法やよくある質問に
対する対応方法などサポーターとしてのノウハウ
を学びました。講座の終盤では実践編として、ス
マートフォンの操作方法を知りたい方に対して、
LINEの使い方やアプリの取得方法などを受講生
が実際にサポートしました。

～スマホを通じた新たなつながりづくり～

　報　　告　第72回茨城県社会福祉大会表彰……P２
　特　　集　寄付つき商品はじまりました
　　　　　　　　　　　　　　　　　�P４～５
　募　　集　もぐもぐお届け便のご案内���P７
　案　　内　きずなパントリー開催�����P８

Pick Up！

　今後、村社協ではスマートフォン講座の開催を
予定しておりますので、参加希望の方はお気軽に
お問い合わせください。
問い合わせ／地域福祉推進係　☎（282）2804

（法人会員広告） 楽しい部屋さがしは、ひと・住まい・みらい　東海住宅へ　☎029（282）8472 1



県 知 事 表 彰　　　　　＜ボランティア団体＞石神地区社会福祉協議会・村松地区社会福祉協議会・
白方地区社会福祉協議会・真崎地区社会福祉協議会・
中丸地区社会福祉協議会・舟石川・船場地区社会福祉協議会

東海村の受賞団体・個人 （順不同・敬称略）

県社協会長表彰　　　　　＜民生委員・児童委員＞鈴
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石神地区社会福祉協議会
◇活動内容
　ふれあい食事会やまごころ配食事業
をはじめ、七夕まつり・クリスマス会
などの子育て支援、ふれあい敬老会、
ふれあい協力員研修会など、多面的な
ボランティア活動を行い、住民同士の
つながりづくりに長年貢献しています。
◇受賞コメント
 地域福祉貢献に併せ仲間とのふれ
合いが得られま
す。仲間に入っ
てより充実した
人生を送りませ
んか？

真崎地区社会福祉協議会
◇活動内容
　ふれあい食事会・見守り活動・ふれ
あい敬老会・世代間交流会・健康ウォー
キング・スポーツ吹矢講習会・調理担
当者研修会・ふれあい協力員研修会な
ど、幅広い活動を通し、住民同士のつ
ながりづくりに長年貢献しています。
◇受賞コメント
　ふれあいサロンや健康ウォーキングを
はじめ皆さまと
のふれあい交流
を深め、心が通う
地域づくりに努
めてまいります。

東海村の環境調べ隊
◇活動内容
　平成21年に発足し、天体観測、キ
ノコ・昆虫観察会をはじめとした環
境に関する体験講座を行っています。
◇受賞コメント
　講師の先生や会員の皆さんと一緒
に今後もいろい
ろな講座や観察
会を緩く楽しく
続けていきたい
と思います。

村松地区社会福祉協議会
◇活動内容
　世代間交流会・ふれあい敬老会・ふれ
あい地域まつりなどのイベント型事業
をはじめ、地元消防団や青少年育成団体
との連携も図りながら、地域密着型のボ
ランティア活動を行い、住民同士のつな
がりづくりに長年貢献しています。
◇受賞コメント
　住民参加型の活動を継続して行っ
てきました。今
後も地域住民
ファーストで楽
しく続けてまい
ります。

中丸地区社会福祉協議会
◇活動内容
　地域の人材リストの作成や敬老会、
住民座談会などの他、他地区に先駆け
て集会所開放型の集いの場の開催、子
どもや障がい児・者を参加対象とした
事業を展開しており、住民同士のつな
がりづくりに長年貢献しています。
◇受賞コメント
　長年培われてきた中丸地区社協ら
しい多様な活動
を地域の皆さま
と共に活動の輪
を広げていきた
いと思います。

自然のみどりを守る会
◇活動内容
　平成21年に発足し、押延ため池周
辺の雑木林の整備を行っています。
◇受賞コメント
　長年の地道な活
動が評価されまし
た。現在、山野草
を踏まないよう、
林内に遊歩道作り
を進めています。
仲間を募集中です。

白方地区社会福祉協議会
◇活動内容
　見守り活動・ふれあい食事会・ふれ
あい敬老会等の高齢者向け事業の他、
クリスマス会や昔遊びなどの親子で参
加できる世代間交流会、ふれあい協力
員研修会など、主体的にボランティア
活動を行い、住民同士のつながりづく
りに長年貢献しています。
◇受賞コメント
　ふれあい食事会な
どの活動を地道に続
けてきました。今後
も活動の推進に努め
てまいります。

舟石川・船場地区社会福祉協議会
◇活動内容
　自治会圏域ごとに地域に密着した事
業展開をしており、ベビーマッサージ
教室などの子育て支援事業、まゆだま
作りや七夕まつりなど、世代を問わず
さまざまな事業を提供し、住民同士の
つながりづくりに長年貢献しています。
◇受賞コメント
　「向こう三軒両隣
り、助けられたり、
助けたり」をモッ
トーに今後も協力
し、工夫しながら活
動していきます。

内宿里山の会
◇活動内容
　平成21年に発足し、内宿一区の
雑木林・竹林等の整備による環境維
持のほか、村内幼稚園でのボラン
ティア活動を行っています。
◇受賞コメント
　この受賞を機に、引き続き地域に
役立つ活動を行っていきたいと思い
ます。

（法人会員広告） 特殊キー、スペアキーの作成いたします　橋本機工金物㈱　☎029（282）10102



子どもの未来を考える研修会を行いました！

皆さまからの寄付を有効に活用するために
－財政基盤検討委員会から答申－

終活応援セミナー開催しました！

令和４年２月から、村社協における財政のあり方を協議するため、「財政基盤検討委員会」を組織し
検討を重ねてきました。
この度、令和４年10月に答申をいただきました。委員会からは、住民の皆さまからの寄付金をどの

ように活用や運用をしていくか、新たな寄付財源のあり方等について検討し、方向性を示していただい
ています。
引き続き、皆さまからの寄付金を大切に活用しながら、地域福祉の推進を図ってまいります。

９月６日に終活応援セミナーを開催しました。ウェルネスサポート
Lab理事・ゆずりは代表理事の吉

よし

武
たけ

 ゆかり氏を福岡市からお招きし、「暮
らしの中の終活〜“終活の始め時”が掴めない人に聞いてもらいたい〜」
と題しご講演いただきました。地域の方には関心度も高いテーマでたく
さんの方の参加がありました。
誰もが迎える最期を悔いなく迎えるためにも、“今この時”が終活を

始めるタイミングであることのお話しがありました。また、自分で大切
にしているモノやコトを写真やメモにして、１つの箱に入れて残す“玉
手箱方式”も大切な人に思いを残す方法として紹介がありました。
参加者からは、「講演を聞いて、どう生きたいかを家族としっかり話

すことの大切さに気がついた」などの声が聞かれました。今回のセミナー
が皆さんの「終活」を考えるきっかけになれば幸いです。

10月12日に子どもの未来を考える研修会を開催しました。認定
NPO法人カタリバの和

わ
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氏に「子どもの未来を考える研修会～
ヤングケアラーに関する取組みから～」と題し、民生委員・児童委員、
主任児童委員、小・中学校の教諭や福祉施設職員、行政職員の皆さま
を対象に、オンラインでご講演いただきました。
認定NPO法人カタリバでの取り組みから見えてきたヤングケア

ラーを“地域”で支えていくために、「福祉と教育」のセクションを
超えた連携の必要性についてお話をいただきました。
参加者からは「子どもたちの声を聞くことの大切さを改めて学べ

ました」などの声が聞かれました。
子どもたちの明るい未来を守っていくためにも、今回の研修会を

きっかけに、関係機関がより一層連携し、誰もが暮らしやすい地域づ
くりを目指していきます。

問い合わせ／企画総務係　☎（282）2804

問い合わせ／生活支援ネットワーク係　☎（283）0205

問い合わせ／生活支援ネットワーク係　☎（283）0205

▲「とうかい明日への架け橋基金」を
活用した「もぐもぐお届け便」

▲「福祉推進基金」を活用した乳幼児
や要介護者の送迎用車両

▲大野覚委員長から中村会長への答申

▲吉武 ゆかり氏の講演

▲研修会の様子

（法人会員広告） 地域に愛されて創業107年、安心の国産畳100％の店。㈲高野好見畳店　☎029（282）2880 3



赤い羽根共同募金は昭和22年にはじまり、これまで地域の皆さまとともに歩んできました。地
域の課題解決を図るとともに、地域に暮らす人々が共に助け合い、誰もが安心して生活ができるよ
うに取組みを進めています。
そして、「コロナ禍の今こそ、地域の皆さまと共にこの困難を乗り越えていきたい！」そんな想
いを持った商店の皆さまのご協力により、今年度も寄付つき商品を実施しています。
下記の店舗で寄付つき商品を購入すると、売上の一部が赤い羽根共同募金に寄付されます。この
買い物は、地域もお店も応援することにつながります。ぜひご利用ください。

2022年10月１日（土）～12月31日（土）実施期間

舟石川駅西2-7-17
☎090（6006）4300
・お得袋　250円（税込）
　１点につき10円の寄付

舟石川駅西1-2-1
☎（287）2300
・毎日食べても飽きない食パン
� 半斤200円
� １本600円
　売上につき５％の寄付

石神外宿1161-2
☎080（9299）9117
・フォカッチャ　200円
　１点につき10円の寄付

舟石川153-3
☎（282）2232
・東海村の芋介　162円（税込）
・フィナンシェ　162円（税込）
　１点につき５円の寄付

村松248
☎（282）2186
・茨城県産のお米
　（業務用は除く）
　１点につき20円の寄付

白方1690-25
☎（282）2246
・ブルーベリージャム　150g
� 380円（税込）
　１点につき10円の寄付

舟石川駅西4-9-1
☎（212）4647
・うみ丸丼　並盛
� 550円（税込）
　１点につき10円の寄付

・高齢者弁当　540円（税込）
　１点につき10円の寄付

豊白1-4-32
☎（283）3808

鶏AEZU 酒楽座

ベーカリーたいむ

310好房

宮内米穀店

Clover

ケーキ＆カフェ工房

LUAR－LU

ハピネス東海

株式会社 成

（法人会員広告） お肌のことを相談できるお店・化粧品とハーブと雑貨　鈴木ハーブ研究所　☎029（212）52254



今年度も小学生３～６年生を対象に赤い羽根共同募金
の募金箱とポスターを募集しました。審査員による厳正
な審査が行われ、入選作品を決定しました。10月15日に
表彰式を開催し、入賞者には街頭募金にも参加していた
だきました。ご協力いただきありがとうございました。

問い合わせ／東海村共同募金委員会　☎（282）2804

舟石川駅西3-1-2
☎（287）8870

舟石川駅西2-14-15
☎（284）0405
・日替わりランチ　1,100円
　１点につき50円の寄付

舟石川駅西3-6-30
☎（282）2211
・日替わりランチ（ドリンク付）
� 1,000円（税込）
　１点につき20円の寄付

・リフォーム工事
� （税別５万円以上）
　１件につき300円の寄付

村松2461
☎（282）8881
・納豆シリーズ
（納豆せっけん・納豆ローション・納
豆ローションフェイス用・納豆ジェル）
　売上につき１％の寄付

舟石川駅西2-15-13
☎（282）2045
・学校用上履き
　１点につき30円の寄付
　※11月30日まで

舟石川駅西4-10-6
☎（306）0001
・海賊スパゲッティ
　店内飲食　1,650円（税込）
　テイクアウト　1,620円（税込）
　１点につき10円の寄付

須和間630-1
☎（282）1346
・おまかせ三品セットA　1,100円（税込）
・おまかせ三品セットB　1,100円（税込）
　１点につき20円の寄付

村松361-4
☎（212）8188
・おもてなし御膳
� 1,650円（税別）
　１点につき50円の寄付

舟石川駅西2-15-14　
☎（282）3089
・お供え花　550円
　１点につき20円の寄付

村松北2-8-10
☎（282）7141
・学校用上履き
　１点につき30円の寄付

赤い羽根共同募金の募金箱・ポスターコンクールの表彰式を開催しました

株式会社UNI-KOS

Leaf Home

やんしゅうばんや

八角

茶房Okano

株式会社

鈴木ハーブ研究所

ファミリーファッション

こいずみ

株式会社

グルービ―

和風レストラン

住吉

おもてなし料理

華れん

東海生花店

東海スポーツ

募金箱の部　最優秀賞
舟石川小5年　和

わ
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ち
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たか
明
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さん

ポスターの部　最優秀賞
中丸小5年　花
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（法人会員広告） 樹木のことお任せください。緑と共に心豊かに。　株式会社 橋本農園　☎029（282）2388 5



もぐもぐお届け便のご案内第５弾!!

　村社協では、児童扶養手当受給世帯（生活保護世帯を除く）を対象に、食料品などを定期的にお
届けする「もぐもぐお届け便」を実施しています。

　「もぐもぐお届け便」のお届けに伴い、野菜やお米、２カ月以上の賞味期限のある未開封の食品
などの寄付を受け付けていますので、ご賛同いただける方はご協力をお願いします。

食料寄付をお願いします

偶数月の第３金曜日までにFAXまた
は電話で物品・数量を連絡ください。

第４水曜日に総合福祉センター
「絆」へ納品してください。

第４金曜日にボランティアや職員
が対象世帯にお届けします。

納品までの流れ（偶数月のみ寄付を募集しています）

児童扶養手当を受給している世帯（生活保護受給世
帯を除く）
※児童扶養手当や生活保護の受給を確認するため、
申込内容は東海村子育て支援課と共有させてい
ただきます。

対　象　者

一度にお届けするのは30世帯までです。申し込み
が30世帯を超えた場合には、抽選とさせていただき
ます。抽選に外れた場合は次の募集時にお申し込み
下さい。また、既に利用された世帯の方はお申込み
できません。

定　　　員

配達時期によってお届けする内容は異なります。アレルギーについては可能な限り考慮しますが、村社協
として責任は負いかねます。ご心配な方は申込時にご相談ください。

そ　の　他

偶数月の第4金曜日にお届けします（今回は12月・2
月・4月です）。自宅へお届けしますが、「絆」窓口でも受け
取ることも可能です。

お届け頻度

問い合わせ／地域福祉推進係　☎（282）2804

①村社協ホームページの「もぐもぐお届け便」専用申
込フォームから申し込む。
②村社協公式LINEを登録し「もぐもぐお届け便を利
用したい」とメッセージを送る。
③村社協窓口にて申請書を記入する。

申 込 方 法 いずれかの方法でお申し込みください

村社協
公式LINE

村社協
ホームページ

寄付報告（８・９・10月）※敬称略・受付順

皆さまからお寄せいただいた善意は、村社協が行う福祉事業や食糧支援に役立てています。

ご　芳　名 預託金（円）
佐藤 元基 3,000
松本 健吾 20,000
東海村アートロード※ 57,340
募金箱　79件 78,827
匿名　５名 43,960

善意銀行　金銭の部

ご　芳　名 金　額（円）
伊達 宏宗 2,000
Binfes実行委員会 25,548
匿名　１名 500

とうかい明日への架け橋基金募金
※この募金は東海村の子どもたちのために活用されます。

※東海村アートロード35周年記念「大空マルシェ展」によるチャリティ寄付

ご　芳　名
佐藤 房明、保刈 広行、照沼 利枝、篠﨑 典子、岩﨑 規代、永井 徹、市毛 八郎、佐藤 昌男・幸子、田所 則夫、川上 秀宣、
市毛 満、豊島 昭男、長松院、鈴木ハーブ研究所、きずなBOX（役場・商工会）、匿名　39件

フードバンク

ご　芳　名
山岸 妙美、三国屋建設㈱東海支店、篠原 登、圷 ひろみ、㈱葵テック、篠崎 典子、東海MMC、（一財）総合科学研究機構中性
子科学センター、テスコ㈱、橋本機工金物㈱、菅野 敬子、東海村消防団女性部、エイ･ティ ･エス㈱、緑ヶ丘笑遊会、栗原 かつ子、
鈴木ハーブ研究所、全日本年金者組合東海支部、サカイ建装、朝倉 ゆかり、㈱堀田電機製作所、井坂合名会社、匿名　14件

使用済み切手・ベルマーク・未使用テレフォンカード・未使用はがき・書き損じはがきなど

音声版「社協だよりとうかい」配信開始

問い合わせ／企画総務係　☎（282）2804

ご　芳　名 預　　託　　品 活　用　先
渡部 克子 肌着・靴下類 企画総務係
長嶋 幸子 大人用紙おむつ 居宅介護支援事業所
横須賀 健仁 紙おむつ 企画総務係
野口 弘吉 封筒 生活支援ネットワーク係
長山 弘 キッチンセット（おもちゃ） 児童センター
髙槌 重靖 シーツ、さらし、おもちゃ 児童センター
長松院 紙おむつ 居宅介護支援事業所
根本 大輔 絵本 児童センター
高橋 秀夫 ジグソーパズル（こども用） 児童センター
㈱ビーンズクリーンサービス 介護用靴製品他 企画総務係
永井 徹 タオル・水筒他 企画総務係
朝倉 ゆかり メガネ（３本） 生活支援ネットワーク係
田中 茂也 ティッシュペーパー、大人用紙おむつ 居宅介護支援事業所
匿名　21件 靴下、インナー、衣類、おもちゃ、シーツ、制

服、カバン、タオル類、紙おむつ、マスク、洗剤、
生理用品、ビーズ、リハビリパンツ、
介護用品、マスク、杖、シルバーカー

生活支援ネットワーク係
居宅介護支援事業所
障害者センター
企画総務係、児童センター
ファミリー・サポート・センター「すくすく」
地域福祉推進係

善意銀行　物品の部

問い合わせ／ボランティア・市民活動センター　☎（283）4538

村社協ホームページ上で音声版「社協だよりとうかい」の公開を始めました。
この音声は、朗読ボランティア「こだま」の皆さんが視覚障がい者向けに音訳したものを、どなたでも聞くこと
ができるよう掲載したものです。
読みたい記事だけを選んで聞いたり、すべての記事をダウンロードをして“ながら聞き”したりと、スマートフォ
ンやパソコンを使っていつでもどこでも聞くことができ、大変便利になりました。ぜひご活用ください。
（注）音声版「社協だよりとうかい」をダウンロードしてお聞きになる場合はmp3を再生することができる音声再生ソフトが必要に

なります。

（法人会員広告） 緑豊かな環境づくり。　東海村造園建設協力会6



もぐもぐお届け便のご案内第５弾!!

　村社協では、児童扶養手当受給世帯（生活保護世帯を除く）を対象に、食料品などを定期的にお
届けする「もぐもぐお届け便」を実施しています。

　「もぐもぐお届け便」のお届けに伴い、野菜やお米、２カ月以上の賞味期限のある未開封の食品
などの寄付を受け付けていますので、ご賛同いただける方はご協力をお願いします。

食料寄付をお願いします

偶数月の第３金曜日までにFAXまた
は電話で物品・数量を連絡ください。

第４水曜日に総合福祉センター
「絆」へ納品してください。

第４金曜日にボランティアや職員
が対象世帯にお届けします。

納品までの流れ（偶数月のみ寄付を募集しています）

児童扶養手当を受給している世帯（生活保護受給世
帯を除く）
※児童扶養手当や生活保護の受給を確認するため、
申込内容は東海村子育て支援課と共有させてい
ただきます。

対　象　者

一度にお届けするのは30世帯までです。申し込み
が30世帯を超えた場合には、抽選とさせていただき
ます。抽選に外れた場合は次の募集時にお申し込み
下さい。また、既に利用された世帯の方はお申込み
できません。

定　　　員

配達時期によってお届けする内容は異なります。アレルギーについては可能な限り考慮しますが、村社協
として責任は負いかねます。ご心配な方は申込時にご相談ください。

そ　の　他

偶数月の第4金曜日にお届けします（今回は12月・2
月・4月です）。自宅へお届けしますが、「絆」窓口でも受け
取ることも可能です。

お届け頻度

問い合わせ／地域福祉推進係　☎（282）2804

①村社協ホームページの「もぐもぐお届け便」専用申
込フォームから申し込む。
②村社協公式LINEを登録し「もぐもぐお届け便を利
用したい」とメッセージを送る。
③村社協窓口にて申請書を記入する。

申 込 方 法 いずれかの方法でお申し込みください

村社協
公式LINE

村社協
ホームページ

募 集 内 容 希望部署
●ハンドタオル　　 ●てぬぐい
●タオルハンカチ
●リボン・シール（未使用のもの）

児童
センター

●シーツ　 ●バスタオル　 ●Ｔシャツ
●アイロンビーズ　 ●プラレール
● TVゲーム機（Wii、スーパーファミコン）

障害者
センター

● 赤ちゃん用絵本　 ● おもちゃ（幼児向け）
●ハンディクリーナー（美品）
● カラーボックス（美品）　 ● ボードゲーム
● トランプ、ウノ等のカードゲーム

地域福祉
推進係

寄付を募集しています ! !
※ご寄付いただける場合は、事前にご連絡ください。
※事前に連絡がない場合、直接お持ちいただいてもお受けできないことがありますのでご了承ください。

募 集 内 容 希 望 部 署
● スウェット（大人用未使用品）
●パジャマ上下（大人用未使用品）
●生理用品（未開封）　 ●洗濯機

生活支援
ネットワーク係

フードバンク
※未開封で賞味期限が２か月以上残っているもの
● 米（もみ付き）　　 ● 調味料
●粉ミルク　　　　 ●ベビーフード
●カップ麺
●インスタント食品・レトルト食品
●ギフトパック（お歳暮・お中元など）

問い合わせ／企画総務係　☎（282）2804

←メールはこちらから

「フードバンク」とは、いただき物や買いすぎてしまったものなど、ご家庭に眠っている食品を集め、
食の支援を必要としている方へお渡しし有効に活用する活動です。

（法人会員広告） 安全・迅速・快適がモットーです。　常東タクシー　☎029（282）2595 7



あなたの悩みをお聞きします

申込み・問い合わせ／生活支援ネットワーク係　☎（283）0205

総合相談
日　時：月～金曜日
　　　　午前８時半～午後５時15分
相談員：社協職員、社会福祉士等

弁護士・行政書士
会　場：「絆」相談室

　生活上の心配ごとや困りご
とについて相談に応じます。電
話・匿名での相談も可能です。
※行政書士・弁護士などによ
る専門相談は事前予約が必
要です。

LINE相談
日　時：（相談受付）随時

（返信）月～金曜日
午前８時半～
午後５時15分

相談員：社協職員、社会福祉士等

　直接話しづらい方や家族に
相談内容を聞かれたくない方
は、LINEでの相談
も可能です。ＱＲ
コードからご登録
ください。

就労体験相談会
日　時：第４木曜日
　　　　午後１時半～３時半
相談員：下記NPO法人職員
会　場：「絆」相談室

　ひきこもりがちな方の就労
や社会参加に向けた相談に応
じます。事前予約が必要です。

※新型コロナウイルス感染予防のため、やむを得ず中止・延期とする場合があります。

予約申込み
茨城NPOセンター・コモンズ

☎（291）8990

予約なくご来場いただいても、お渡しできかねますので、必ず事前にご予約ください。
問い合わせ／生活支援ネットワーク係　☎（283）0205

困った時はお互い様！特設！第６回きずなパントリー開催
村内の企業や個人の方から寄贈いただいた食品・日用品を東海村にお住いの対象世帯に無料で
配付いたします。受け渡し時にアンケートへのご協力をお願いします。
　配布日時・場所
12月21日（水）～24日（土）　総合福祉センター「絆」
12月26日（月）　白方コミュニティセンター
12月27日（火）　舟石川コミュニティセンター
　各回とも13時半～16時に配付。
　10分毎に予約枠を設けています。
　対　　象
・新型コロナウイルスの影響で収入が減少している方
・長期休みで子どもの食費がかさんでいる方
・ひとり親家庭

　申込方法
令和 4年12月 1日（木）～16日（金）
の間に次のいずれかの方法でお申し
込み下さい。　※土日を除く
・下記の問い合わせへ電話
・村社協公式LINE
・総合福祉センター「絆」窓口

　配付物品
食糧、調味料、日用品など

村社協
公式LINE

ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介 Vol.9

問い合わせ／ボランティア・市民活動センター　☎（283）4538

地域福祉支援ボランティア「はーとふる」

もっと安心
ずっと住みやすい

東海村

　「はーとふる」は、地域の中で利用会員と協力会員が援助し合
う有償サービスのボランティア団体です。
　支援が必要な高齢者等の自宅において、掃除や窓拭きなどの日
常生活上の家事支援を行っています。
　高齢者・障がい者の方々にも、住み慣れた地域で安心して暮ら
していただけるよう、いつも気持ちを込めて対応しています。ぜ
ひ一緒に、あなたのちょっとした時間を地域の笑顔につなげてみ
ませんか。
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follow me!


